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はじめに 
仮設強度計算システムは、「イラストによる建築物の仮設計算・増補改定版（1997 年７月 25

日発行）の計算方法に基づいて開発したものです。  

業務にお役立て頂ければ幸いです。  

 

 

 

使用上の注意 
O 選択項目は必ず１つ選択するようにしてください。  

 

O 間隔、本数を空欄にして［計算確認］をクリックすると、それ以外の設定項目の数値か

ら、自動的に間隔、本数が割り出されます。  

 

O 計算に必要な項目の入力が無い場合、メッセージ等が表示されますので、確認の上、必

要項目を入力して計算させなおしてください。  

 

O 設定項目に不適当な数値を入力したまま、計算させ、計算確認を行うと下図のようなメ

ッセージがでます。ｏｋをクリックし、確認の上、数値を入れなおしてください。  
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現バージョンで使用できる項目 
O 現バージョンで使用できるのは、型枠の全項目、足場、構台の乗り入れ構台のみです。 

グレーの部分は使用できません。  

 

型枠・支保工  

 

 

 

 

構台  
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必要な環境とインストール 

O 建築総合支援システム ［仮設強度計算］ 稼動に必要なｺﾝﾋﾟｭｰﾀ環境 

 

【ハードウェア（コンピュータ本体）】  

    Pentium 100MHz 以上の CPU 搭載機種で、 

    Microsoft Windows 95 以上が稼動可能なパーソナルコンピュータ（Windows 95、 98、

Windows NT のいずれかが正常に稼動し、動作することが必要条件です。） 

 

【メモリ】  

    最低２４ＭＢ以上必要（４８ＭＢ以上を推奨）  

    （Windows-NT の場合６４ＭＢ以上） 

 

【ハードディスクドライブの空き容量】  

    約８０ＭＢ以上  

    （Windows-NT の場合１００ＭＢ以上）  

 

【ＣＤＲＯＭドライブ】  

    インストール時に最低１台  

 

【フロッピーディスクドライブ】  

    インストール時に最低１台  

 

【マウス】  

  Windows で使用可能なマウス 

 

【ＯＳ】  

    ご使用になる本体に対応した  

    日本語 Microsoft Windows 95  

    日本語 Microsoft Windows 98  

    日本語 Microsoft Windows NT 

 

O 対応プリンター、プロッター 
 

【プリンター、プロッター】  

Windows で使用可能なプリンタ、プロッタが全て使用可能です。  

ただし、使用プリンタに対応した Windows プリンタドライバが必要です。  

Windows 発売以前から使用されているプリンタやプロッタをご使用になる場合には、プリン

タ、プロッタメーカーにお問い合わせになると、ドライバの入手方法や設定方法など親切に

教えてもらえます。  
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インストール手順（セットアップＣＤ） 
 

Ｗｉｎｄｏｗｓが起動している状態からインストールプログラムを起動させます。  

 

１． セットアップＣＤをセットします。  

２． マイコンピュータでＣＤを選択します。  

３． ＣＤ内の SETUP をダブルクリックします。  

 

４． OK をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． インストール先を変更するのならばディレクトリ変更を選択してインストール先を指定

します。  

そのままでよければ

のボタンをクリックして

ください。  

 

 

 

 

 

 

 

６． 継続をクリックします。  
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７． ＣＤ内の SETUP1 をダブルクリックします。  

８． インストール画面になりますので、画面の指示にしたがって次へで進めます。インスト

ール先が表示されます。  

    表示されたディレクトリでよい場合は［次へ］をクリックします。  

     異なる場合は、入力するか  ［参照］をクリックして選択してください。  

 

９． 下図のように表示されたら、新規の場合システム設定ファイルからベクトル用漢字ファ

イルまでチェックして次に進めます。  

１０． 躯体積算、仕上積算を購入されている方は下の 2 つもチェックしてください。

 

１１． 画面の指示にしたがって次へで進めます。  
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１２． インストールが完了したら［完了］をクリックします。  

 
１３． 次にＣＤ内の SETUP2 をダブルクリックします。  

１４． 画面の指示にしたがって次に進めていき、下図のように表示されたら、必要なシス

テムを選択し次へで進めていきます。（複数選択できます）  

 

 

１５． 画面の指示にしたがって次に進め、インストールが完了したら［完了］をクリッし

ます。  
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O インストール手順 2（キーフロッピー） 
  

１． システムＣＤのインストールが終了しましたら、キーフロッピーをセットし、Windows

の［スタート］－［ファイル名をして実行］でフロッピー内の  

ｓｅｔｕｐ .ｅｘｅを起動させてください。（マイコンピュータ、エクスプローラ等で操

作しても結構です。）  

２． 下図のように表示されますので、ＦＤのドライブを指定し、［キーセット］をクリック

します。注意事項を必ずお読みください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 使用できるシス

 

４． インストールは

2 の画面に戻り

 

 

 キーフロッピー

ください。パソ

ンでセットアッ

何らかの事情で

行っておいてく
 

テムが表示されますので、［ＯＫ］をクリックします。 

正常に終了しました。と表示されますので、［ＯＫ］をクリックすると、

ますので［キャンセル］をクリックします。  

は使用するパソコンを変える場合に必要となりますので大切に保管しておいて

コンを変える前に必ず上記手順で「キー取り出し」を行い、その後新しいパソコ

プＣＤのインストール及びキーフロッピーの「キーセット」を行ってください。

ハードディスクをフォーマットする場合も、必ずその前に、「キー取り出し」を

ださい。 
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起動と終了 

O 建築総合支援システムの起動（３次元ＣＡＤも導入している場合） 
１． Ｗｉｎｄｏｗｓを起動させます。 

２． ［スタート］－［プログラム］－［建築総合支援システム］－［総合支援］  

    を選択します。  

O 仮設強度計算の起動（３次元ＣＡＤも導入している場合） 
１． メニューから［仮設強度計算］を選択します。  

 

O 仮設強度計算の起動（仮設強度計算のみ単独で導入している場合） 
１． 上記のようなメニューはでませんので、エクスプローラ等

でインストール先フォルダ内の［ＣＡＴＲ-仮設計算］アイ

コンをダブルクリックしで直接起動させてください。  

O 仮設強度計算からメニューに戻る 

１． メイン選択ﾎﾞﾀﾝをクリックします。  

２． メインメニューに戻りますので  

［３次元ＣＡＤ］等起動させたいプログラムを選択します。 

O 仮設強度計算の終了 
１． ［終了］ボタンをクリックします。  

メ イ ン 選 択

ボタン
 

仮 設 強 度 計

算の終了
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サンプルデータ（壁型枠ファイル）の使用方法 
インストールが終了しますと、インストール先のＳＡＭＰＬＥフォルダ内にサンプルデータ

が入っています。壁型枠の場合でしたら、［開く］メニューを選択し、中のデータを読込ん

でみてください。  

１． 型枠支保工を選択します。  

 

 

２． 壁型枠を選択します。  

 

 

３． 開くを選択します。  

 

４． 下図のように選択し、［開く］をクリックします。  

ファイルの場所は、初期状態の場合、Program Files - Catr 

sample - 仮設計算 内です。 
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５． サンプルデータを読込んだ状態です。  

 

 

６． 不適当な数値を入力し、計算確認をすると、×が表示されます。例として縦端太間隔に  

５００と入力し、Enter キーを押します。  
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７． 次に［計算確認］をクリックします。再検討の必要があります。と表示されるので、［Ｏ

Ｋ］をクリックします。設定条件の入力画面に戻るには［終了］をクリックします。  

 

  

８． 次に縦端太間隔と縦端太間隔の数値を削除し、［計算確認］をクリックしてみてくださ

い。  

 

９． 下図のように表示されますので［ｏｋ］をクリックします。  

 

 

１０． 自動的に計算され、表示されます。  
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１１． 他の項目を変更する場合は（壁高さ等）該当項目をクリックして入力するか、▼を

クリックして選択してください。  

 

 

１２． 変更した内容に名前をつけて保存してみます。 をクリックし保存先を指

定し、ファイル名を入力し、［保存］を選択します。  
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１３． ファイル名の表示が保存後のものに変わります。続けて、［計算確認］をクリック

します。  

 
 

１４． 壁型枠計算書の画面が表示されます。現ﾊﾞｰｼﾞｮﾝでは［確認＆印刷］の画面に進むと

型枠ファイルも、型枠計算書ファイルも保存ができません。  

型枠ファイルの保存は［終了］を選択して、 で行います。  

型枠計算書ファイルの保存は、この画面で［保存］を選択して行います。  

 
 

１５． 壁計算ファイルの保存画面です。保存する場所を指定し、ファイル名を入力し、［保

存］をクリックしてください。  
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１６． せき板等の検討画面に戻ります。［確認＆印刷］をクリックすると編集及び印刷画

面になります。  

１７． 編集画面です。スクロールバーで表示範囲が変わります。この画面では直接文字入

力することができます。 をクリックすると印刷プレビュー画面になります。  

 

 

１８． 印刷プレビュー画面です。 をクリックするとプリンタ設定の画面に  

なります。  
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１９． プリンタ設定の画面で、用紙等設定し、印刷してください。  

 

２０． 印刷が終わると画面が戻ります。下記の画面で×をクリックすると、型枠支保工の

画面に戻ります。  
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新規型枠ファイルの作成 
１． 型枠支保工を選択します。  

 

 

２． 壁型枠を選択します。  

 

３． 新規画面が表示されます。階高から順に設計条件等を入力していきます。数値を入力し、

［Enter］キーを押すと次の項目にｶｰｿﾙが進みます。  

 

※保存方法等の詳細はサンプルデータの使用方法の項目を参照してください。  
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型枠ファイルの種類 
型枠の種類  ファイルの拡張子  

壁型枠ファイル  ｋｂｋ  

柱型枠ファイル  ｈｓｋ  

床版型枠ファイル  ｓｌｋ  

梁型枠ファイル  ｈｒｋ  

 

型枠計算ファイルの種類 
型枠計算書の種類  ファイルの拡張子  

壁計算ファイル  ｋｂｃ  

柱計算ファイル  ｈｓｃ  

床版計算ファイル  ｓｌｃ  

梁計算ファイル  ｈｒｃ  

 



仮設強度計算   19 

設計方針 

［型枠支保工］、［構台］等、各項目ごとに設計方針を確認することができます。

例として、壁型枠の設計方針を表示しておきます。 
 

O 壁型枠の設計方針 
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乗り入れ構台 
 

１． ［構台］を選択します。  

 

２． ［乗り入れ構台］を選択します。  

 

３． 乗り入れ構台-新規画面になりますので、上桁間隔から順に入力し、最後に［次へ］をク

リックします。  
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４． 使用材料等の画面です。▼をクリックして項目を選択したり、数値を入力します。 

でこれまで入力した［設計条件］等をファイルとして保存できます。  

 

５． 乗り入れ構台ファイルの保存の画面です。保存先を指定し、ファイル名を入力し、［保

存］を選択します。拡張子ｎｒｉは自動的につくので入力不要です。 
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６． 乗り入れ構台計算書の画面です。［終了］で設計条件等の入力画面に戻ります。［確認

＆印刷］で、編集、印刷できます。［保存］で計算ファイルの保存画面になります。 

操作方法は、壁型枠と同様ですので参照してください。  
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